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種別（クラス）を、次のように分ける。
・キャデット女子
・キャデット男子
・ジュニア女子
・ジュニア男子
・一般女子
・一般男子
・マスター女子
・マスター男子
・・・・・
ターゲットおよびフィールドアーチェリーの
競技では、それぞれキャデット女子、キャ
デット男子、ジュニア女子、ジュニア男子、
一般女子、一般男子、マスター女子および
マスター男子のための独立した競技会を
開催することができる。
・・・・・

種別（クラス）を、次のように分ける。
・Ｕ１８女子
・Ｕ１８男子
・Ｕ２１女子
・Ｕ２１男子
・一般女子
・一般男子
・５０＋女子
・５０＋男子
・・・・・
ターゲットおよびフィールドアーチェリーの
競技では、それぞれＵ１８女子、Ｕ１８男
子、Ｕ２１女子、Ｕ２１男子、一般女子、一
般男子、５０＋女子および５０＋男子のた
めの独立した競技会を開催することがで
きる。
・・・・・

キャデット部門に参加できるのは、競技者
が１７歳の誕生日を迎える年の１２月３１
日までに開催される競技会までとする。

Ｕ１８の種別に参加できるのは、競技者が
１７歳の誕生日を迎える年の１２月３１日ま
でに開催される競技会までとする。
Ｕ１８の競技者は、自分の判断に従って、
Ｕ２１の種別および一般の種別で競技に
参加することができる。
Ｕ２１の種別に参加できるのは、競技者が
２０歳の誕生日を迎える年の１２月３１日ま
でに開催される競技会までとする。

キャデットの競技者は、自分の判断に従っ
て、ジュニアの部および一般の部で競技
に参加することができる。

Ｕ２１の競技者は、自分の判断に従って、
一般の部で競技に参加することができる。

５０＋の種別に参加できるのは、競技者が
５０歳の誕生日を迎える年の１月１日以降
に開催される競技会からとする。
Ｕ１８、Ｕ２１、一般および５０＋の種別を分
けることなく、女子および男子の種別のみ
とし、あるいはさらに細分化した年齢区分
を採用することができる。また、国内競技
会においては、小学生・中学生・高校生の
種別を設けるなど、開催要項等で制限す
ることができる。
３Ｄアーチェリー（第３部参照）
・コンパウンド部門
・ベアボウ部門
・ロングボウ部門
・トラディショナル部門

３Ｄアーチェリー（第３部参照）
・コンパウンド部門
・ベアボウ部門
・ロングボウ部門
・インスティンクティブボウ部門

キャデット、ジュニア、一般およびマスター
の種別を分けることなく、女子および男子
の種別のみとし、あるいはさらに細分化し
た年齢区分を採用することができる。ま
た、国内競技会においては、小学生・中学
生・高校生の部門を設けるなど、開催要項
等で制限することができる。

マスター部門に参加できるのは、競技者
が５０歳の誕生日を迎える年の１月１日以
降に開催される競技会からとする。

ジュニアの競技者は、自分の判断に従っ
て、一般の部で競技に参加することができ
る。

ジュニア部門に参加できるのは、競技者
が２０歳の誕生日を迎える年の１２月３１
日までに開催される競技会までとする。
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インスティンクティブボ
ウ女子 IW インスティンクティブボ

ウ男子 IM
トラディショナル

女子
TW

トラディショナル

男子 TM

ロングボウ および インスティンクティブ ロングボウおよびトラディショナル
ロングボウ

女子
LW

ロングボウ
男子

LM
ロングボウ

女子
LW

ロングボウ
男子

LM

ベアボウ
ジュニア

女子
BJW

ベアボウ
ジュニア

男子
BJM

ベアボウ
Ｕ２１
女子

BU21W
ベアボウ

Ｕ２１
男子

BU21M

ベアボウ
キャデット

女子
BCW

ベアボウ
キャデット

男子
BCM

ベアボウ
Ｕ１８
女子

BU18W
ベアボウ

Ｕ１８
男子

BU18M

ベアボウ ベアボウ
ベアボウ

女子
BW

ベアボウ
男子

BM
ベアボウ

女子
BW

ベアボウ
男子

BM

視覚障害 視覚障害
視覚障害

 1
VI1

視覚障害
 2/3

VI2/3
視覚障害

 1
VI1

視覚障害
 2/3

VI2/3

W1 オープン W1 オープン
女子 W1
オープン
(RC/CP)

WW1
男子 W1
オープン
(RC/CP)

MW1
女子 W1
オープン
(RC/CP)

WW1
男子 W1
オープン
(RC/CP)

MW1

パラ コンパウンド パラ コンパウンド
コンパウンド

女子
オープン

CWO
コンパウンド

男子
オープン

CMO
コンパウンド

女子
オープン

CWO
コンパウンド

男子
オープン

CMO

CCM
コンパウンド

Ｕ１８
女子

CU18W
コンパウンド

Ｕ１８
男子

CU18M

パラ リカーブ パラ リカーブ
リカーブ

女子
オープン

RWO
リカーブ

男子
オープン

RMO
リカーブ

女子
オープン

RWO
リカーブ

男子
オープン

RMO

RU21M

下記のとおり、種別および部門の組み合
せを「カテゴリー」と呼ぶ。

下記のとおり、種別および部門の組み合
せを「カテゴリー」と呼ぶ。

リカーブ リカーブ
リカーブ

女子
RW

リカーブ
男子

RM
リカーブ

女子
RW

リカーブ
ジュニア

女子
リカーブ
マスター

女子
RMW

リカーブ
マスター

男子
RMM

リカーブ
５０＋
女子

R50W
リカーブ
５０＋
男子

R50M

リカーブ
キャデット

女子
RCW

リカーブ
キャデット

男子
RCM

リカーブ
U１８
女子

RU18W
リカーブ

Ｕ１８
男子

RU18M

コンパウンド コンパウンド
コンパウンド

女子
CW

コンパウンド

男子
CM

CU21M

CM

コンパウンド

マスター
女子

CMW
コンパウンド

マスター
男子

CMM
コンパウンド

５０＋
女子

C50W
コンパウンド

５０＋
男子

C50M

コンパウンド

キャデット
女子

110

コンパウンド
女子

CW
コンパウンド

男子
コンパウンド

ジュニア
女子

CJW
コンパウンド

ジュニア
男子

CJM
コンパウンド

Ｕ２１
女子

CU21W
コンパウンド

Ｕ２１
男子

RJW
リカーブ
ジュニア

男子
RJM

リカーブ
Ｕ２１
女子

RU21W
リカーブ

Ｕ２１
男子

CCW
コンパウンド

キャデット
男子

リカーブ
男子

RM
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(6) イリミネーションラウンドの対戦は、６標的
で行う。マークの標的を使用し、競技者は
同時に行射する。
ａ イリミネーションで２つの対戦（4名の競

 技者）が一つのグループで同じ標的を
 行射する場合、
 ・対戦は常にプールのアルファベット順

に行射する。例えば、プールＢとプー
ルＤが同じグループの場合、プールＢ
の対戦が常に先に行射する。

 ・Ｕ２１と一般の競技者が同じグループ
にいる場合、一般の競技者が先に行
射する。

7
14
15
22

5 4

リカーブでは、この競技は「オリンピックラ
ウンド」といい、距離７０m（キャデットおよ
びマスターは６０m）で１２２cm標的面を使
用して行い、コンパウンドでは、「コンパウ
ンドマッチラウンド」といい、距離５０mで８０
cm６リング標的面を使用して行う。ベアボ
ウでは、「ベアボウマッチラウンド」といい、
距離５０mで１２２cm標的面を使用して行
う。

リカーブでは、この競技は「オリンピックラ
ウンド」といい、距離７０m（Ｕ１８および５０
＋は６０m）で１２２cm標的面を使用して行
い、コンパウンドでは、「コンパウンドマッチ
ラウンド」といい、距離５０mで８０cm６リン
グ標的面を使用して行う。ベアボウでは、
「ベアボウマッチラウンド」といい、距離５０
mで１２２cm標的面を使用して行う。

２５mラウンドは、６０cm標的面または６０
cm三つ目標的面を使用し、６０射する。

【第408条1項に移動】

視覚障害者ラウンドは、第２部第１９章パ
ラアーチェリー参照。

視覚障害者ラウンドは、第２部第１９章パ
ラアーチェリー参照。

チームは、予選ラウンドの上位３名の競技
者（ミックス団体戦は２名）で構成する。た
だし、チームの監督は競技開始1時間前ま
でにＤＯＳまたは審判長に書面で通知する
ことにより、予選ラウンドに出場した他の
競技者と交代させることができる。これに
違反したチームは失格となる。メダルは、
予選ラウンドではなく、団体戦に出場した
競技者のみに授与する。

チームは、予選ラウンドの上位３名の競技
者（ミックス団体戦は２名）で構成する。た
だし、チームの監督はそのラウンドの練習
１５分前までに記録担当の競技役員また
は審判長に書面で通知することにより、予
選ラウンドに出場した他の競技者と交代さ
せることができる。これに違反したチーム
は失格となる。メダルは、予選ラウンドで
はなく、団体戦に出場した競技者のみに
授与する。

17
19

8 9

プールA プールB プールC プールD
3 5 4 6
10 8 9 7

プールD
6

６０mラウンド（リカーブ：キャデットおよびマ
スター）は、距離６０mで１２２cm標的面を
使用し、７２射する。

６０mラウンド（リカーブ：Ｕ１８および５０＋）
は、距離６０mで１２２cm標的面を使用し、
７２射する。

【新規追加】
インドアラウンドの競技は屋外でも実施す
ることができる。

イリミネーションラウンドの対戦は、６標的
で行う。マークの標的を使用し、競技者は
同時に行射する。

プールＡの勝者はプールＢの勝者と、プー
ルＣの勝者はプールＤの勝者と対戦し、準
決勝戦への進出者を決定する。

プールＡの勝者はプールＤの勝者と、プー
ルＣの勝者はプールＢの勝者と対戦し、準
決勝戦への進出者を決定する。

11 13 12
18 16

21 20

プールA プールB プールC
3
10

17 15
19 21 20 22

112

111 1

11 13 12 14
18 16

(5)113 2



条 項 2022～2023年版2020～2021年版
(8)

(10)

(11)

(7)

8 9 7

プールA
33 5 4 6

10 8 9 7

プールC プールD プールB プールC プールD

16 17 15
19 21 20 22

12 14

標的は、地形の変化を最大限に利用して
配置する。第1標的で、高順位チームが先
攻、後攻を決定する。その後の標的では、
合計得点の低いチームが先に行射する。
同点の場合、開始時に先攻したチームが
先に行射する。

標的は、地形の変化を最大限に利用して
配置する。第1標的で、高順位チームが先
攻、後攻を決定する。その後の標的では、
合計得点の低いチームが先に行射する。
同点の場合、開始時に先攻したチームが
先に行射する。それぞれのチームは、スコ
アカードに記載された左／右の位置に立
つ。

団体戦ファイナルラウンドは、各種別の勝
ち上がった４チーム（各部門から１名の競
技者）が出場する。
●第1標的で、高順位チームが先攻、

 後攻を決定する。その後の標的で
 は、合計得点の低いチームが先に
 行射する。
 同点の場合、開始時に先攻したチ
 ームが先に行射する。

5
プールA プールB

・・・・・
●準決勝戦では、プールＡＢの勝者（競

 技者ＡＢ）が２位の競技者と、プールＣ
 Ｄの勝者（競技者ＣＤ）が１位の競技者
 と対戦する。対戦の勝者はゴールドメ
 ダルマッチに、敗者はブロンズメダル
 マッチに進む。準決勝戦において、４名
 の競技者が一つのグループで行射す
 る場合、競技者ＡＢと２位の競技者の
 対戦がすべての標的で先に行射し、も
 う１組の対戦が２組目として行射する。
 ・・・・・

・・・・・
●準決勝戦では、プールＡＤの勝者（競

 技者ＡＤ）が２位の競技者と、プールＢ
 Ｃの勝者（競技者ＢＣ）が１位の競技者
 と対戦する。対戦の勝者はゴールドメ
 ダルマッチに、敗者はブロンズメダル
 マッチに進む。準決勝戦において、４名
 の競技者が一つのグループで行射す
 る場合、競技者ＡＤと２位の競技者の
 対戦がすべての標的で先に行射し、も
 う１組の対戦が２組目として行射する。
 ・・・・・

プールＡの勝者はプールＢの勝者と、プー
ルＣの勝者はプールＤの勝者と対戦し、準
決勝戦への進出者を決定する。

プールＡの勝者はプールＤの勝者と、プー
ルＣの勝者はプールＢの勝者と対戦し、準
決勝戦への進出者を決定する。

団体戦ファイナルラウンドは、各種別の勝
ち上がった４チーム（各部門から１名の競
技者）が出場する。
●第1標的で、高順位チームが先攻、

 後攻を決定する。その後の標的で
 は、合計得点の低いチームが先に
 行射する。
 同点の場合、開始時に先攻したチ
 ームが先に行射する。

●それぞれのチームは、スコアカードに
 記載された左／右の位置に立つ。

17 15
11 13 12 14

18 16
19 21 20 22

18
11 13

4 6
10

・・・・・
●準決勝戦では、プールＡＢの勝者（競

 技者ＡＢ）が２位の競技者と、プールＣ
 Ｄの勝者（競技者ＣＤ）が１位の競技者
 と対戦する。対戦の勝者はゴールドメ
 ダルマッチに、敗者はブロンズメダル
 マッチに進む。準決勝戦において、４名
 の競技者が一つのグループで行射す
 る場合、競技者ＡＢと２位の競技者の
 対戦がすべての標的で先に行射し、も
 う１組の対戦が２組目として行射する。
 ・・・・・

・・・・・
●準決勝戦では、プールＡＤの勝者（競

 技者ＡＤ）が２位の競技者と、プールＢ
 Ｃの勝者（競技者ＢＣ）が１位の競技者
 と対戦する。対戦の勝者はゴールドメ
 ダルマッチに、敗者はブロンズメダル
 マッチに進む。準決勝戦において、４名
 の競技者が一つのグループで行射す
 る場合、競技者ＡＤと２位の競技者の
 対戦がすべての標的で先に行射し、も
 う１組の対戦が２組目として行射する。
 ・・・・・

(4)
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1

2

4

122 2

ファイナルラウンドでは、各カテゴリーの競
技者は次の順序で開始する。
・ ロングボウ女子
・ ロングボウ男子
・ インスティンクティブボウ女子
・ インスティンクティブボウ男子
・ ベアボウ女子
・ ベアボウ男子
・ コンパウンド女子
・ コンパウンド男子
またはすべての部門の女子が先に行射
し、その後に男子が行射する。

ファイナルラウンドでは、各カテゴリーの競
技者は次の順序で開始する。
・ ロングボウ女子
・ ロングボウ男子
・ トラディショナル女子
・ トラディショナル男子
・ ベアボウ女子
・ ベアボウ男子
・ コンパウンド女子
・ コンパウンド男子
またはすべての部門の女子が先に行射
し、その後に男子が行射する。

【新規追加】
インドアラウンドは屋外で実施しても記録
の対象となる。

団体戦イリミネーションラウンド（準々決勝
戦）は、各種別の２回の予選ラウンドを通
過した上位８チームが８標的を行射する。
チームは、コンパウンド、ロングボウ、およ
びトラディショナルまたはベアボウからの
各1名の競技者で構成する。チーム順位
は、各カテゴリーの第２予選ラウンド後の
最高得点競技者による（トラディショナル
およびベアボウの両部門で競技している
場合、高得点部門が対象となる）。

本連盟で管理する公認記録は日本記録・
日本ジュニア記録・日本キャデット記録・日
本国際記録とする。

本連盟で管理する公認記録は日本記録・
日本Ｕ２１記録・日本Ｕ１８記録・日本国際
記録とする。

アウトドアアーチェリーにおけるリカーブ、
ベアボウおよびコンパウンド部門のキャ
デット女子、キャデット男子、ジュニア女
子、ジュニア男子、一般女子、一般男子、
マスター女子およびマスター男子が対象と
なる。
・・・・・
・ ５０m（３６射、キャデット女子および

 マスター女子は１２２cm標的面）
・・・・・
・ ４０m（３６射、キャデット女子および

 マスター女子）
・・・・・
１４４０ラウンドの中で行射された記録だけ
が、上記距離の記録となる。
・・・・・
・ ６０mラウンド（７２射、キャデットおよび

 マスター）
・ ダブル６０mラウンド

 （１４４射、キャデットおよびマスター）

アウトドアアーチェリーにおけるリカーブ、
ベアボウおよびコンパウンド部門のＵ１８
女子、Ｕ１８男子、Ｕ２１女子、Ｕ２１男子、
一般女子、一般男子、５０＋女子および５
０＋男子が対象となる。
・・・・・
・ ５０m（３６射、Ｕ１８女子および

 Ｕ１８女子は１２２cm標的面）
・・・・・
・ ４０m（３６射、Ｕ１８女子および

５０＋女子）
・・・・・
１４４０ラウンドの中で行射された記録だけ
が、上記距離の記録となる。
・・・・・
・ ６０mラウンド（７２射、Ｕ１８および

 ５０＋）
・ ダブル６０mラウンド

 （１４４射、キャデットおよびマスター）
・・・・・
・ 団体６０ｍラウンド（３名×７２射、Ｕ１８）
・・・・・

インドアアーチェリーにおけるリカーブ、ベ
アボウおよびコンパウンド部門のキャデッ
ト女子、キャデット男子、ジュニア女子、
ジュニア男子、一般女子、一般男子、マス
ター女子およびマスター男子が対象とな
る。

インドアアーチェリーにおけるリカーブ、ベ
アボウおよびコンパウンド部門のＵ１８女
子、Ｕ１８男子、Ｕ２１女子、Ｕ２１男子、一
般女子、一般男子、５０＋女子および５０
＋男子が対象となる。

団体戦イリミネーションラウンド（準々決勝
戦）は、各種別の２回の予選ラウンドを通
過した上位８チームが８標的を行射する。
チームは、コンパウンド、ロングボウ、およ
びインスティンクティブボウまたはベアボウ
からの各1名の競技者で構成する。チーム
順位は、各カテゴリーの第２予選ラウンド
後の最高得点競技者による（インスティン
クティブボウおよびベアボウの両部門で競
技している場合、高得点部門が対象とな
る）。

121

114
つづき
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125 3

(6)

128 1 (7)

黄色のペグ
ベアボウＵ１８

ロングボウ

50点以上
マーク12標的 60点以上

アウトドア 30m36射 200点以上

インドア 18m60射 240点以上
フィールド(BB・RC) マーク12標的 50点以上

フィールド(CP) マーク12標的 60点以上

アウトドア(全部門)

インドア(全部門)

フィールド(BB・RC)

フィールド(CP)

240点以上

マーク12標的

126 1

(9)

(10)

・・・・・
b 青色のペグ

 ベアボウ男女
 ロングボウ男女
 インスティンクティブボウ男女
 最長距離は３０m
 最短距離は５m

・・・・・
b 青色のペグ

 ベアボウ男女
 ロングボウ男女
 トラディショナル男女
 最長距離は３０m
 最短距離は５m

マークコースのユニット マークコースのユニット

アウトドア各距離の標的面の寸法と標的
面の設置
１２２cm標的面は、９０m、７０mおよび６０
mの距離（キャデット、マスター女子５０m）
で使用する。・・・・・

アウトドア各距離の標的面の寸法と標的
面の設置
１２２cm標的面は、９０m、７０mおよび６０
mの距離（Ｕ１８、５０＋女子５０m）で使用
する。・・・・・

マークコースの行射時には、シューティン
グペグにその距離を表示する。シューティ
ングペグは、それぞれのカテゴリーに応じ
て下記の色とする。
● 青色は、ベアボウ、キャデットリカー

 ブおよびキャデットコンパウンド
● 赤色は、リカーブおよびコンパウンド
● 黄色は、キャデットベアボウ

マークコースの行射時には、シューティン
グペグにその距離を表示する。シューティ
ングペグは、それぞれのカテゴリーに応じ
て下記の色とする。
● 青色は、ベアボウ、Ｕ１８リカー ブ

 およびＵ１８コンパウンド
● 赤色は、リカーブおよびコンパウンド
● 黄色は、Ｕ１８ベアボウ

アンマークコースのユニット アンマークコースのユニット

リカーブＵ１８
コンパウンドＵ１８

ベアボウ
トラディショナル

青色のペグ

黄色のペグ 青色のペグ
ベアボウＵ１８

ロングボウ
リカーブＵ１８

コンパウンドＵ１８
ベアボウ

トラディショナル

青色のペグ黄色のペグ
ベアボウキャデット

ロングボウ
リカーブキャデット
コンパウンドキャデット

ベアボウ
インスティンクティブボウ

黄色のペグ 青色のペグ
ベアボウキャデット

ロングボウ
リカーブキャデット
コンパウンドキャデット

ベアボウ
インスティンクティブボウ

・・・・・
全種目・全部門 共通
グリーンバッジ（安全バッジ）

・・・・・
全種目・全部門 共通
グリーンバッジ（安全バッジ）
グリーンバッジは、公認審判員の立ち合い
の元に記録された各種目の記録に応じて
交付され、競技に安全に参加できることを
証明する。

30m36射 200点以上

18m60射

123 1
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2 (1) ・・・・弦にはピープホール、目印またはそ
の他一切の照準の助けになるものがあっ
てはならない。

(1) スタビライザーが取り付けられていない限
り、弓の一部として、振動吸収用のダン
パーを使用することができる。

(2) ライザーの下部におもりを付けることがで
きる。その形状にかかわらずすべてのお
もりはロッド、エクステンション、角度調整
装置、ショックアブソーバー装置を装着せ
ずに直接ライザーに取り付けなければな
らない。

8 (1) 印または線を、直接タブにもしくはタブの
表面に付けられたテープに付けてもよい。
これらのマークは、サイズ、形状、色が一
定であること。

(1) １エンドの制限時間は、３射のエンドでは２
分、６射のエンドでは４分とする。
競技会中（予選ラウンドの間）審判員に
よって確認された用具故障、医師等によっ
て確認された医学的な問題が発生した場
合、修理、交換、快復に必要な特別時間
が与えられる。医学的問題については、
競技者が競技を続けるかどうかを医師等
が判断する。ただし、補充矢を行射する時
間は最大１５分（通常の行射手順および
行射時間による）もしくは、エンド数でアウ
トドアでは６本の２エンド、インドアでは３本
の３エンドとし、どちらかの方法で行う。競
技者は、最も早い機会に所定の本数を審
判員立ち会いのもとで行射する。
ａ 用具故障が起こった場合、競技者は

シューティングラインから下がり、審
判員を呼ぶ。

(5) 用具故障の修理や医学的処置のために、
行射の順序を一時的に変更することがで
きる。

2022～2023年版

206 2

204

【削除】
以下、(2)および(3)を繰り上げ

6

【削除】

【削除】

・・・・弦にはピープホール、目印またはそ
の他一切の照準の助けになるものがあっ
てはならない。弦のセンターサービングの
端は、フルドローのとき、競技者の視野内
に入ってはならない。
振動吸収用のダンパーは使用することが
できる。これらは製造業者によってライ
ザーに組み込まれているものか、市販品
のダンパーをライザーまたはおもりに直接
取り付けたものを指す。いかなるおもりと
衝撃吸収用のダンパーの組み合わせも
曲げることなく内径１２．２ｃｍ（±０．５ｍ
ｍ）のリングを通り抜けなければならな
い。製造業者によってライザーに取り付け
られたスタビライザー用の挿入孔の使用
は許されるが、角度のついたブラケットや
コネクターの取り付けは許されない。おも
りおよびダンパーはライザーのグリップの
下と上に付けてもよいが、決して競技者の
照準の助けになってはならない。

【削除】

【削除】

(4)

印または線を、直接タブにもしくはタブの
表面に付けられたテープに付けてもよい。
これらのマークは、サイズ、形状、色を一
定とし、長さは２種類まで認められる。
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(6)
↓
(3)

オリンピックラウンドのイリミネーションラウ
ンドおよびファイナルラウンド、コンパウン
ドマッチラウンド、ベアボウマッチラウンド
およびインドアマッチラウンドでは用具故
障、医学的問題による特別時間は与えら
れない。しかし、用具の故障があった競技
者は、制限時間の範囲内で、シューティン
グラインを離れて修理または交換を行い、
戻って残りの矢を行射することができる。
団体戦では、その間に、そのチームの他
のメンバーが行射することができる。

(2) ｇ コンパウンドの団体戦では、競技者
はシューティングラインに位置して行
射の合図が与えられるまで、リリース
エイドを弦に取り掛けてはならない。
競技者がシューティングラインに位
置し、行射の合図が与えられた後、
矢を弦につがえる前もしくは後に、リ
リースエイドを取り付けることができ
る。この制限は、弦に常時取り掛け
たリリースエイドを口でリリースするこ
とをクラス分けで認められたパラ競
技者には適用されない。

(3) ｅ 先射ちチームの最終矢の得点が表
示されると、後射ちチームの行射時
間が開始し、最初の競技者が１m
ラインを越え、行射を開始する。

オリンピックラウンド、コンパウンドマッチラ
ウンド、ベアボウマッチラウンドおよびイン
ドアマッチラウンドのマッチで、競技者が交
互に行射するとき（シュートオフを含む）、１
射２０秒とする。

207

3

オリンピックラウンドのイリミネーションラ
ウンドおよびファイナルラウンド、コンパウ
ンドマッチラウンド、ベアボウマッチラウン
ドおよびインドアマッチラウンドでは用具
故障、医学的問題による特別時間は与え
られない。しかし、用具の故障があった競
技者は、制限時間の範囲内で、シューティ
ングラインを離れて修理または交換を行
い、戻って残りの矢を行射することができ
る。団体戦では、その間に、そのチームの
他のメンバーが行射することができる。

【以下、各号を順次繰り上げ】
ｇ コンパウンドの団体戦では、競技者

はシューティングラインに位置して行
射の合図が与えられるまで、リリース
エイドを弦に取り掛けてはならない。
競技者がシューティングラインに位
置し、行射の合図が与えられた後、
矢を弦につがえる前もしくは後に、リ
リースエイドを取り付けることができ
る。この制限は、弦に常時取り掛け
たマウスタブを口でリリースするこ
とをクラス分けで認められたパラ競
技者には適用されない。

ｅ 先射ちチームの最終矢の得点が表
示されると、後射ちチームの時計が
動き始めたとき、最初の競技者が
１mラインを越え、行射を開始する。

ａ 本連盟主催の競技会
・ 交互射ちの個人戦、団体戦およびミ

ックス戦の場合は、シュートオフも含
めて、１射につき２０秒とする。

・ 予選ラウンド、交互射ちではないオ
リンピックラウンド、コンパウンドマッ
チラウンド、ベアボウマッチラウンド
およびインドアマッチラウンドにおけ
る個人戦の場合は、シュートオフも
含めて、１射につき３０秒とする。

・ パラアーチェリーラウンドにおいて
は、上記いずれの場合にも1射につ
き１０秒加算する。

(1)

2

１エンドあたりの制限時間は各エンドで行
射する矢の合計本数によって以下の通り
定める。
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(2) パラ競技者がパラアーチェリーの競技会
において、交互射ちの対戦で１射シュート
オフを含む）するときには、制限時間は３０
秒とする。

(3) 次の場合、制限時間は４０秒とする。
ａ 発射できなかった矢を補充するとき

 （１射につき）。
ｂ 同点で順位を決めるとき。
ｃ ミックス団体戦のシュートオフで２射

 （１射２０秒）するとき。

(4) 団体戦のマッチが同点で順位を決める場
合、チームが３射（各競技者が１射ずつ）
するときには、制限時間は１分とする。

(5) ミックス団体戦で２人の競技者が４射する
ときには、制限時間は８０秒とする。

(6) 競技者が１エンドに３射するとき、および、
団体戦のマッチで、チームで６射するとき
には、制限時間は２分とする。

(7) 競技者が１エンドで６射するときには、制
限時間は４分とする。

(8)
↓
(2)

制限時間は、特別の事情がある場合、延
長することができる。

6 (1) 個人戦では、１射につき４０秒、（オリン
ピックラウンド、コンパウンドマッチラウン
ド、ベアボウマッチラウンドおよびインドア
マッチラウンドの交互射ちの場合、２０秒）
を与える。

208 5 イリミネーションラウンドへの進出、上位８
名を決める場合（第１部総則：付則１マッチ
プレイチャートの図９：マッチプレイチャート
１Ａ、図10：マッチプレイチャート１Ｂまたは
図14：マッチプレイチャート５を使用する場
合）またはマッチ戦の同点は、シュートオフ
で順位を決定する（１０点数、Ｘ数（または
インドアでは９点数）を考慮しない）。

【削除】

【削除】

3
つづき

207
つづき

個人戦では、オリンピックラウンド、コンパ
ウンドマッチラウンド、ベアボウマッチラウ
ンドおよびインドアマッチラウンドにおける
１射あたりの制限時間は、第２０７条３項
およびそれに続く規則に従って与える。

イリミネーションラウンドへの進出、マッチ
戦の同点、または上位８名を決めるときに
同点の場合（第１部総則：付則１マッチプ
レイチャートの図９：マッチプレイチャート１
Ａ、図10：マッチプレイチャート１Ｂまたは
図14：マッチプレイチャート５を使用する場
合）、シュートオフで同点を解消する（１０
点数、Ｘ数（またはインドアでは９点数）を
考慮しない）。

【削除】

ｂ その他のすべての競技会
 ２０２３年３月１日までは下記の通りと
 する。それ以降については、改めて
 通達する。
・ 交互射ちの個人戦、団体戦およびミ

ックス戦の場合は、シュートオフも含
めて、１射につき２０秒(パラアーチェ
リーでは３０秒）とする。

・ 予選ラウンド、交互射ちではないオ
リンピックラウンド、コンパウンドマッ
チラウンド、ベアボウマッチラウンド
およびインドアマッチラウンドにおけ
る個人戦の場合は、シュートオフも
含めて、１射につき４０秒とする。
ただし、要項等にあらかじめ記載す
ることによって１射につき３０秒とする
こともできる。

【削除】

【削除】

【削除】

制限時間は、特別の事情がある場合、延
長することができる。

(2)
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 ⅰ アウトドアでシュートオフを行う場合、

 標的の設置は以下のとおりとする。
・ 個人戦のとき、行射はフィールド中

央に近い、中立の標的を使用し、
 １競技者１標的とする。

・ 個人戦のとき、マルチ標的面を使
 った場合、競技者は、それまでの
 競技で行射していた同じ位置（Ａ、
 Ｂ、ＣまたはＤ）の標的面を行射す
る。

・ 団体戦のとき、行射はフィールド中
央の中立の標的を使用し、チーム
毎に１標的に１枚標的面、また、三
角形に設置された３枚の８０㎝マ
ルチ標的面を使用する。マルチ標
的面を使用する場合、チームの各
競技者がどの標的面を行射するか
を決定する。

210 2 用具破損または医学的問題が発生した
場合、１５分以内であれば、通常の行射
順に従って未発射分を行射できる。その
他の矢は行射できない。

217 1 (8) テレビ放映や動画配信のあるファイナルラ
ウンドにおいては、アンダーシャツ、コンプ
レッションシャツもしくはコンプレッションス
リーブは、チームのユニフォームと同色も
しくは白色（デザイン入り、名前やマークの
表示は可能だが、主要な色は白色）であ
れば着用できる。

219 クラス分け委員
220 視覚障害種別

ＶＩ１にクラス分けされた視覚障害競技者
は、行射時に目隠しを着用する。ＶＩ２およ
びＶＩ３にクラス分けされた競技者は目隠し
を使用しない。すべてのＶＩ１競技者は研
修を受けた専門のＶＩクラス分け委員に
よってクラス分けされる。

221 1 リカーブ
個人
● 女子オープン
● 男子オープン
団体
● 女子オープン
● 男子オープン
● 用具規則は、ＷＡ競技規則と同一

 だが、第２２３条８項に規定するリ
 リースエイドの使用を除く。

視覚障害のある競技者は、クラス分け委
員のハンドブックに記載された基準に従っ
てクラス分けされる。

リカーブ
個人
● 女子オープン
● 男子オープン
ダブルス
● 女子オープン
● 男子オープン
ミックス団体
● リカーブ オープン
用具規則は、ターゲットアーチェリーの規
定と同じだが、第２２３条８項に規定するリ
リースエイドの使用を除く。

 ⅰ アウトドアでシュートオフを行う場合、
 標的の設置は以下のとおりとする。
・ 個人戦のとき、行射はフィールド中

央に近い、中立の標的を使用し、
 １競技者１標的とする。

・ コンパウンドでは、バットの中央に
８０ｃｍ-６リング標的面を設置す
る。

・ 団体戦のとき、行射はフィールド中
央の中立の標的を使用し、チーム
毎に１標的に１枚標的面、また、三
角形に設置された３枚の８０㎝マ
ルチ標的面を使用する。マルチ標
的面を使用する場合、チームの各
競技者がどの標的面を行射するか
を決定する。

テレビ放映や動画配信のあるファイナル
ラウンドにおいては、アンダーシャツ、コン
プレッションシャツもしくはコンプレッション
スリーブは、チームのユニフォームの主要
な色と同色もしくは白色（デザイン入り、名
前やマークの表示は可能だが、主要な色
は白色）であれば着用できる。
クラス分け

【削除】
以下、3項以降を繰り上げ
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2 コンパウンド

個人
● 女子オープン
● 男子オープン
団体
● 女子オープン
● 男子オープン

3 視覚障害（ＶＩ）
● ＶＩ１
● ＶＩ２／ＶＩ３

この種別には男女、リカーブ、コンパウ
ンドいずれの区別も設けない。
この部門の用具規則は、第２２６条
（視覚障害競技者）を参照。

Ｗ１オープン（リカーブ・コンパウンドとも）
個人
● 女子Ｗ１オープン
● 男子Ｗ１オープン
団体
● 女子Ｗ１オープン
● 男子Ｗ１オープン
以下に挙げるＷ１クラスの特例を除いて、
用具規定はＷＡの規定と同じである。

・ 引き重量は、最大で４５ポンドとす
る。

・ ピープサイトおよびスコープサイトの
  使用は認められない。
・ リップまたはノーズマークは１個のみ
  付けることができる。
・ 水準器の使用は認められない。
・ リリースエイドは使用することができ
  る。
・ Ｗ１ ５０mラウンド、Ｗ１マッチラウン

ド、Ｗ１団体戦およびＷ１ミックス団
体戦では全寸法の８０cm標的面を使
用する。

5 女子Ｗ１オープンの参加者数が少ない場
合、女子Ｗ１競技者を男子Ｗ１競技者と
合わせてＷ１オープン競技とすることがで
きる。

222 2 クラス分けカードは、プラスティック製また
は紙製である。紙製はプラスティック製が
用意されるまで発行される。

コンパウンド
個人
● 女子オープン
● 男子オープン
ダブルス
● 女子オープン
● 男子オープン
ミックス団体
● コンパウンド オープン
用具規則は、ターゲットアーチェリーの規
定と同じである。
視覚障害（ＶＩ）
● ＶＩ１
● ＶＩ２-３

この種別には男女、リカーブ、コンパウ
ンドいずれの区別も設けない。
この部門の用具規則は、第２２６条
（視覚障害競技者）を参照。

Ｗ１オープン（リカーブ・コンパウンドとも）
個人
● 女子Ｗ１オープン
● 男子Ｗ１オープン
ダブルス
● 女子Ｗ１オープン
● 男子Ｗ１オープン
ミックス 団体
● Ｗ１ オープン
Ｗ１の種別では、リカーブまたはコンパウ
ンドの弓を使用することができる。
以下に挙げるＷ１クラスの特例を除いて、
用具規定はターゲットアーチェリーの規定
と同じである。

・ 引き重量は、最大で４５ポンドとす
る。

・ ピープサイトおよびスコープサイトの
  使用は認められない。
・ リップまたはノーズマークは１個のみ
  付けることができる。
・ 水準器の使用は認められない。
・ リリースエイドは使用することができ
  る。

Ｗ１ ５０mラウンド、Ｗ１マッチラウンド、Ｗ
１ダブルスおよびＷ１ミックス団体戦では
すべてのラウンドで１０個の得点帯のある
全寸法の８０cm標的面を使用する。
ダブルスの時間の規定はミックス団体と
同じである。

221
つづき

4

【削除】
以下、3項を繰り上げ

【削除】
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1 国際もしくは国内クラス分け委員に認定さ

れたクラス分けカードを所有する競技者
は、補助用具を使用することができる。補
助用具には次のものが含まれる。

3 車椅子
・・・・・

4 スツール
・・・・・

5 ブロック
・・・・・

6 許可される身体支持具
・・・・・

7 義手
・・・・・

8 リリースエイド
・・・・・

9 ボウバンテージ
・・・・・

10 押し手の添え木
・・・・・

11 引き手の添え木
・・・・・

12 アシスタント
・・・・・
ミックス団体戦を含む団体戦の特別規定

(1) 団体戦では、チームの全競技者がシュー
ティングライン上に残ることができる。

3 リカーブ部門には団体戦がある。
4 コンパウンド団体戦では、同一のランキン

グラウンドに出場していれば、Ｗ１ および
オープン種別の競技者がチームを構成す
ることができる。さもなければ、Ｗ１および
オープンは別のチームを構成することが
できる。

5 ミックスチームは、同一ボウタイプの男女
各１名で構成する。

競技
RC

ｵｰﾌﾟﾝ
CP

ｵｰﾌﾟﾝ
W1 視覚障害

女子個人 あり あり あり なし
男子個人 あり あり あり なし

個人
(男女混合)

なし なし なし あり

女子
ﾀﾞﾌﾞﾙｽ

あり あり あり なし

男子
ﾀﾞﾌﾞﾙｽ

あり あり あり なし

ミックス あり あり あり なし
3

つづき
ダブルス
同じ種別の同性の２競技者によって構成
される団体
ミックス団体
同じ種別の男女１名ずつの競技者によっ
て構成される団体

【削除】

【削除】

【削除】

国際もしくは国内クラス分け委員に認定さ
れたクラス分けカードを所有する競技者
は、補助用具を使用することができる。補
助用具については付則３：補助器具を参
照。

2

【削除】
付則３に移動

すべての団体戦の特別規定
競技者はシューティングライン上に残るこ
とができる。
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【新規追加】
種別

種別
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(2) 個人戦のレーン幅は、最低２．６０m

（または３．９０m）
(3) 団体戦のレーン幅は、最低３．９０m

アシスタント
(1) ＶＩ競技者には、アシスタントが帯同でき

る。アシスタントは、競技者の後方で、か
つシューティングラインの１m後方に立つ、
または座ることができる。

(2) アシスタントの役目は、標的面上の矢の
位置を競技者に知らせること、および安全
管理面の情報を伝えることである。

(3) アシスタントは、情報を伝えるとき、他の競
技者の妨げになってはならない。

(4)  競技者が行射を終えたとき、アシスタント
はウェイティングライン手前に移動する。
競技者は自らの判断で競技が終了するま
でシューティングラインに残ってもウェイ
ティングライン後方に戻ってもよい。

(5) アシスタントが競技者のサイト修正および
弓具の調整ができるのは、練習時間中お
よび矢取りの間だけである。アシスタント
は標的まで競技者に同行し、競技者ととも
にシューティングラインに戻ってくることが
できる。競技者は、行射中いつでも触知式
サイトの調整をしてよい。

(6) アシスタントは、競技者に代わって採点を
行うが、各競技者が自分のスコアカードに
署名する。

(7)  競技者およびアシスタントは、パートナー
として分かりやすいよう、同一ユニフォー
ムを着用し、競技者番号が使用されるとき
は同一の番号を付ける。

(8) 個人マッチ戦の間、視覚障害（ＶⅠ）競技
者は、アシスタントまたはコーチを帯同で
きるが、両方とも帯同することはできない。

付則3

(1)

スポッター
ＶＩ競技者は、スポッターを帯同することが
でき、シューティングラインの１m後方に座
るか立つことができる。

スポッターの役目は、標的面上の矢の位
置を競技者に知らせること、および安全管
理面の情報を伝えることである。
スポッターは、情報を伝えるとき、他の競
技者の妨げになってはならない。
 競技者が行射を終えたとき、スポッター
はウェイティングライン手前に移動する。
競技者は自らの判断で競技が終了するま
でシューティングラインに残ってもウェイ
ティングライン後方に戻ってもよい。

4

(2)

個人戦のレーン幅は、最低２．５０m
（または３．７５m）

スポッターは、競技者に代わって採点を行
うが、各競技者が自分のスコアカードに署
名する。
 競技者およびスポッターは、パートナーと
して分かりやすいよう、同一ユニフォーム
を着用する。

個人マッチ戦の間、ＶⅠ競技者は、スポッ
ターまたはコーチを帯同できるが、両方と
も帯同することはできない。

【新規追加】
補助用具

ａ 側面保持の器具は、競技者の胸骨の
基部と第７胸椎の間で計測される肋
骨の幅の半分よりも前方に突き出し
てはならない。

226 9
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1
1

ダブルスおよびミックス団体戦のレーン幅
は、最低３．７５m

スポッターが競技者のサイト修正および
弓具の調整ができるのは、練習時間中お
よび矢取りの間だけである。スポッターは
標的まで競技者に同行し、競技者とともに
シューティングラインに戻ってくることがで
きる。競技者は、行射中いつでも触知式
サイトの調整をしてよい。

車椅子
原理的に容認され得るもので、「車椅子」
という言葉に適合していれば、どのような
形式の車椅子も使用できるが、地上に接
する４個を超える車輪があってはならな
い。
行射中、車椅子のどの箇所も、押し手を
補助してはならない。
すべての車椅子の競技者は、競技者の
骨盤の上の胴体を保持し車椅子から横向
きに落ちるのを防止すると定義されるどの
ような側面保持の器具を持つ車椅子も使
用することができる。
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(4)

(5)
(6)

(7)

1

2

3

4 Ｗ２競技者で、クラス分けカード上にスト
ラップの使用が記載されている場合、どの
部分も５ｃｍを超えない幅で、胴体部分を
水平に１周する１本のストラップを使用す
ることができ、高さ制限１１０cmまたはそ
れ以下の位置でなければならない。

(3) 車椅子のすべての背面部分と側面保持
の器具は、どの距離での行射時にも競技
者の腋の下１１０mmより下になければな
らない。肩の位置が水平でない、あるいは
回転している場合（脊柱側弯症など）、低
い方の肩の腋の下から計測する。
ａ Ｗ１クラスの競技者の場合、医療上の

理由で車椅子の背面部分の高さが腋
の下から１１０mm離れてはいけない
場合、クラス分け委員によって追加の
長さが認められる場合があり、競技者
のクラス分けカードカードに記載され
る。

ｂ 車椅子の背面部分に取り付けられた
手押しハンドルは、車椅子の一部とし
てみなされ、規定にあった高さにする
か、取り外さなければならない。

ｃ 車椅子の背面部分に直接取り付けら
れていない手押しハンドルは、上記の
規定には該当せず、車椅子の背面部
分とはみなさない。

車椅子の長さは、１．２５mを超えてはなら
ない。
転倒防止器具の使用は認められる。
傾倒防止器具は、地上に接していなけれ
ば使用することができる。
競技者の足および車椅子のフットレスト
は、行射するときに地面と接していてはな
らない。
ストラップ
すべてのクラスにおいて、ストラップは医
療上、もしくは安全性の理由でのみ使用
が認められ、パフォーマンスの向上を目
的とした利用は認められない。
Ｗ１競技者で、クラス分けカードにストラッ
プの使用が記載されている場合、行射中
に押し手の支えにならない限り、体の安
定を維持させるためどのような組み合せ
でも必要な数のストラップを使用すること
ができる。
Ｗ１競技者は、クラス分け委員によって医
療上の理由から必要と認められた場合、
非剛性のコルセットタイプの補助器具、も
しくはチェストストラップを使用することが
できる。

2

2
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5

(1)

1

2

3

4

1

2

医学的な理由や医学専門家による処方
がある場合、また、剛性または非剛性に
関わらずコルセットタイプの補助器具が短
期間必要となる場合、クラス分け委員に
よって使用期間を認められる場合があ
る。Ｗ２競技者は、コルセットとストラップ
を併用してはならない。
使用期間は、クラス分けカードに修正した
日付とともに記載され、クラス分け委員に
よって決定される。一時的な仕様の理由
は、クラス分けカードに明確に記載されな
ければならない。
スツール
スツールは下肢障害が３８点以上のスタ
ンディングクラスの競技者が使用すること
が認められる。

一部の競技者については、脚部のストラッ
プがクラス分けカードに記載されていれば
認められ、その幅は５cm以内に限られ
る。脚部のストラップは安全上の理由での
み使用が認められ、足首や膝および／ま
たは太腿の中央に取り付けることができ
る。

スツールはどのような背もたれもあっては
ならない。
スツールは、競技者と用具を含めて
シューティングライン上の競技者に割り当
てられた幅に収まらなければならない（パ
ラアーチェリーでは、１．２５mの幅が認め
られる）。
下肢障害が３８点に満たない競技者で
あっても、立位の安定性が悪い場合、安
全上の理由からクラス分け委員によって
スツールの使用が認められることがある。
スツール使用を承認するための正当性
は、クラス分けカードのコメント欄に明確
に記載されなければならない。
リリースエイドシステム
クラス分け委員は、競技者がその機能障
害に基づき規則にあったリリースエイドを
使用することを補助する単純なシステム
（単純なハーネス等）の使用を認める場合
がある。
リリースエイドシステムは、側面保持の機
能、または剛性のあるコルセットとしての
機能を有していてはならない。

6
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4
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3

4

1

1

2

1

1

1

押し手に障害のあるパラ競技者は、クラス
分け委員によって適切と判断された場
合、弓のグリップと手に固定するためにボ
ウバンテージを使用することができる。ボ
ウバンテージは非剛性のストラップで、矢
をリリースするときに弓の動きを阻害せず
に弓の保持を補助するものとする。
押し手の補助器具
弓を保持することができない競技者は、人
工的な補助器具または装具を使用するこ
とができる。この補助器具は、矢をリリー
スするときに弓の動きを阻害せずに完全
に固定されないものであれば、弓に取り
付けることができる。
どのような場合でも、電気的または電子
的に制御されたものは認められない。
押し手の添え木
押し手に障害のあるパラ競技者は、クラス
分け委員によって競技者の機能障害に基
づいて適切と判断された場合、肘および
／または手首に添え木を使用することが
できる。このことはクラス分けカードに明
確に記載されなければならない。
引き手の添え木
引き手に障害のあるパラ競技者は、クラ
ス分け委員によって競技者の機能障害に
基づいて適切と判断された場合、引き手
の添え木、または引き手の添え木とリリー
スエイドの組み合せたものを使用すること
ができる。
ブロックまたはくさび
ブロックまたはくさびは、競技規則第２０２
条１０項（１）に記載の通り、承認を必要と
しない。
「足またはその一部を持ち上げる装置は、
靴に付着しているか否かに係らず、許可
される。ただし、シューティングライン上の
他の競技者の妨げになってはならない。
また、その台がシューティングラインをま
たぐ形状であったり、足や地面（床面）に
固定されていたり、靴の側面から２cm以
上はみ出てはならない。」

ボウバンテージ

リリースエイド本体については、競技規則
（第１０章 競技者の用具）に基づき、競技
会の審判員によって使用が認められなけ
ればならない。
パラ競技者は、弦に恒常的に取り付けら
れていれば、マウスタブの使用を認めら
れる。

5
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1

2

1 使用が許される補助器具は、競技規則第
２２６条に記載の通り、目隠し、触知式サ
イト、およびスポッターまたはコーチであ
る。

アシスタント
矢を安全にまたは効率的につがえること
ができない、またはサイトを調整できない
上肢に障害のあるＷ１もしくはスタンディ
ングの競技者は、クラス分け委員の承認
に基づき、アシスタントを付けることができ
る。行射のアシスタントは、行射終了の合
図があるまでサイトを調整してはならな
い。

アシスタントは、他の競技者の妨げになっ
てはならず、パラ競技者と同じユニフォー
ムと競技者番号付けなければならない。
パラ競技者がアシスタントの使用を認めら
れた場合、アシスタントは予選ラウンドの
間とマッチ戦の間の両方で補助しなけれ
ばならない。
視覚障害の補助11

10
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(1) スタビライザーが取り付けられていない限
り、弓の一部として、振動吸収用のダン
パーを使用することができる。

振動吸収用のダンパーは使用することが
できる。これらは製造業者によってライ
ザーに組み込まれているものか、市販品
のダンパーをライザーまたはおもりに直接
取り付けたものを指す。いかなるおもりと
衝撃吸収用のダンパーの組み合わせも曲
げることなく内径１２．２ｃｍ（±０．５ｍｍ）
のリングを通り抜けなければならない。製
造業者によってライザーに取り付けられた
スタビライザー用の挿入孔の使用は許さ
れるが、角度のついたブラケットやコネク
ターの取り付けは許されない。おもりおよ
びダンパーはライザーのグリップの下と上
に付けてもよいが、決して競技者の照準
の助けになってはならない。

(2) ライザーの下部におもりを付けることがで
きる。その形状にかかわらずすべてのお
もりはロッド、エクステンション、角度調整
装置、ショックアブソーバー装置を装着せ
ずに直接ライザーに取り付けなければな
らない。

【削除】

8 (1) 印または線を、直接タブにもしくはタブの
表面に付けられたテープに付けてもよい。
これらのマークは、サイズ、形状、色が一
定であること。

印または線を、直接タブにもしくはタブの
表面に付けられたテープに付けてもよい。
これらのマークは、サイズ、形状、色を一
定とし、長さは２種類まで認められる。

305 インスティンクティブボウ部門の用具の通
則
インスティンクティブボウ部門では、以下
の用具を使用することができる。

トラディショナル部門の用具の通則
トラディショナル部門では、以下の用具を
使用することができる。

6304
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弓は、ターゲットアーチェリーで使用される
もので、常識的に「弓」という言葉に適合し
ていれば、どのような形式のものも使用す
ることができる。すなわち、弓は、ハンドル
／ライザー、グリップ、（シュートスルータイ
プは不可）および両先端にストリングノック
が設けられた２本の弾力性のあるリムに
よって構成された器具である。ライザー
は、天然または樹脂を基にした素材で作
られる（例：木、竹、動物の角、布、ファイ
バーグラスおよびライザーの一部にカー
ボン、グラファイトまたは金属が含まれて
いてもよい）。ライザーは、合板構造また
は一本の木製でなければならない。弓
は、テイクダウン方式でもよく、製造時に、
ライザーにリムを装着するための金属製
アタッチメント、およびサイト、クッションプ
ランジャー、スタビライザー装着用のマウ
ントやブッシングが組み込まれていてもよ
い。弓には、ティラー調整のみが可能なリ
ムは装着できるが、引き重量調整用のリ
ムポケットは装着できない。ライザーに
は、リムポケット保護のため、またはライ
ザーの構造上の理由によって、６mm以下
の天然または合成素材の合板を使用して
もよい。ただし、ライザーの構造の４分の１
以上が金属や合成素材を使用してはなら
ない。

弓は、ターゲットアーチェリーで使用される
もので、常識的に「弓」という言葉に適合し
ていれば、どのような形式のものも使用す
ることができる。すなわち、弓は、ハンドル
／ライザー、グリップ、（シュートスルータイ
プは不可）および両先端にストリングノック
が設けられた２本の弾力性のあるリムに２
個のストリングノックの間に、ただ１本の弦
を直接掛けるように張って構成された器具
である。引くときには、一方の手でハンド
ル（グリップ）を持ち、他方の手の指で弦を
引き、リリースする。ライザーは、合板構造
で木製の合板を含んでいるか、一本の木
製でなければならない。弓は、テイクダウ
ン方式でもよく、製造時に、ライザーにリム
を装着するための金属製アタッチメント、
スタビライザー用のブッシング等が組み込
まれていてもよい。弓には、引き重量調整
とティラー調整が可能なリムは装着でき
る。

ライザーには、木または竹が使用されな
ければならない。ワンピースボウは、リム
はどのような素材の合板であってもよく、
ライザーに組み込まれていてもよい。弓
は、２個のストリングノックの間に、ただ１
本の弦を直接掛けるように張り、引くとき
には、一方の手でハンドル（グリップ）を持
ち、他方の手の指で弦を引き、リリースす
る。
単純構造で貼り付け式のプラスティック製
アローレストを除き、弓は、裸弓でなけれ
ばならず（本条３項参照）、（ウインドウ部
分に）照準の助けとなるいかなる突起物、
目印、傷、薄片も付けてはならない。ライ
ザー内部のウエイトは、弓の製造過程で
組み込まれており、後から加工されたもの
でなければ許される。ウエイトは、ライザー
に埋め込まれた製造者の商標を除き、ラ
イザーの製造工程でねじ穴、キャップ等が
塗料等で塗り込められ、外側から見えな
い状態であること。

単純構造で貼り付け式のプラスティック製
アローレストを除き、弓は、裸弓でなけれ
ばならず（本条３項参照）、ウインドウ部分
に照準の助けとなるいかなる突起物、目
印、傷、薄片も付けてはならない。ライ
ザー内部のウエイトは、弓の製造過程で
組み込まれており、後から加工されたもの
でなければ許される。ウエイトは、ライザー
に埋め込まれた製造者の商標を除き、ラ
イザーの製造工程でねじ穴、キャップ等が
塗料等で塗り込められ、外側から見えな
い状態であること。

5 フェイスおよびストリングウォーキングは許
されない。

フェイスおよびストリングウォーキングは許
されない。

7 ・・・・・インスティンクティブ部門では、大き
さ、形状および色が一定であるかないか
に関わらず、競技者が目印を付け加える
ことはできない。

・・・・・トラディショナル部門では、大きさ、
形状および色が一定であるかないかに関
わらず、競技者が目印を付け加えることは
できない。

1305
つづき
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つづき
7

つづき
(1) アンカーリングのために、指の保護具（タ

ブ）に設けたアンカープレートまたは同様
の装置は使用することができない。弓は
「メディタレーニアン式」（１本の指は矢の
上、２本の指は矢の下に置いて３本の指
でリリースする）、または３本の指を矢の下
（人差し指はノックの下から２mm以上離れ
てはならない）に置いて、固定した１箇所
のアンカーポイントから行射しなければな
らない。競技者は、メディタレーニアン式か
３本の指をノックの下に置くかを選択しな
ければならないが、併用はできない。３本
の指をノックの下に置いて行射する場合、
タブは連続した表面でなければならず、矢
を挟むことができないようにする。メディタ
レーニアン式の場合、矢を挟まないように
指の間にセパレーターを使用することがで
きる。

アンカーリングのために、指の保護具（タ
ブ）に設けたアンカープレートまたは同様
の装置は使用することができない。行射す
るとき、人差し指または中指はノックから３
mm以内に置くか、ノックに触れていなけれ
ばならない（指を離すか3本の指を下に揃
えて取り掛ける）。指を離して行射するとき
は、矢を挟まないように指の間にセパレー
ターを使用することができる。１箇所にア
ンカーするか、フェイスウォーキングは許
される。ストリングウォーキングは許されな
い。

306 1 (1) ジュニアおよび女子の弓は１５０cm以下、
男子の弓は１６０cm以下の長さであっては
ならない。弓の長さは、弦が張られた状態
でリムの外（バック）側に沿ってストリング
ノック間を計測する。

Ｕ２１および女子の弓は１５０cm以下、男
子の弓は１６０cm以下の長さであってはな
らない。弓の長さは、弦が張られた状態で
リムの外（バック）側に沿ってストリングノッ
ク間を計測する。

308 4 【新規追加】
フィールドおよび３Ｄの個人戦イリミネー
ションでは、競技者はスコアカードに記載
された行射位置（左／右）のペグに立つ。

313 2 ・・・・・女子、男子またはジュニアチームの
コーチは、同一所属団体の他のチームに
合流することはできない。・・・・・

・・・・・女子、男子またはＵ２１チームの
コーチは、同一所属団体の他のチームに
合流することはできない。・・・・・

329 2 イリミネーションラウンドへの進出、または
予選ラウンドの上位２位を決定するときの
同点は、シュートオフで同点を解消する。
・ フィールドラウンドでは、シュートオフ

はその部門の最長距離の標的で行
う。

・ ３Ｄラウンドでは、シュートオフは審判
員が設置した距離で行う。

・ シュートオフは、同点が発生した部門
のすべてのスコアカードの記録が確認
された後、ただちに実施される。当該
競技者またはチームの監督にシュート
オフの通告がなされた後、３０分以内
に現れなければその権利を失う。公
式に結果が確認されておらず、シュー
トオフが通告されていなくても、競技者
およびチームの監督が競技場を離れ
ていた場合、その競技者は権利を失
う。
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(1) 個人戦のとき

ａ 得点による１射のシュートオフを行う。
ｂ 同点の場合、中心に近い矢により決

 定する。同じ距離の場合、１射のシュ
 ートオフを順位が決定するまで続け
 る。

ｃ シュートオフの制限時間は、フィールド
 では４０秒とし、３Ｄでは１分とする。

個人戦のシュートオフ
ａ 得点による１射のシュートオフを行う。
ｂ 同点の場合、中心に近い矢により決

 定する。同じ距離の場合、１射のシュ
 ートオフを同点が解消するまで続け
 る。

ｃ シュートオフの制限時間は、フィールド
 では４０秒とし、３Ｄでは１分とする。

ｄ このシュートオフは、予選ラウンドが終
 了した後に競技場の中央付近で行わ
 れる。

(2) 団体戦のとき
ａ 得点による３射（各競技者１射）の

シュートオフを行う。
ｂ 同点の場合、チーム内で中心に最も

近い矢で決定する。
ｃ これも同じならば、チーム内で２番目

（２番目も同じ場合、３番目）に中心
に近い矢で決定する。

ｄ 団体戦のシュートオフの制限時間
はフィールドラウンド、３Ｄラウンドと
も、２分とする。

団体戦のシュートオフ
ａ 得点による３射（各競技者１射）の

 シュートオフを行う。
ｂ チームの競技者は同時に行射する（赤

 色と青色のペグ用の標的を設置する
 必要がある）。

ｃ 同点の場合、チーム内で中心に最も
 近い矢で決定する。これも同じならば、
 チーム内で２番目（２番目も同じ場合、
 ３番目）に中心に近い矢で決定する。

ｄ 団体戦のシュートオフの制限時間は
 フィールドラウンドでは４０秒とし、３Ｄラ

ウンドでは１分とする。
ｅ このシュートオフは、予選ラウンドが終

了した後に競技場の中央付近で行
われる。

(3) ミックス団体戦のとき
ａ 得点による２射（各競技者１射)の

 シュートオフを行う。
ｂ 同点場合、チーム内で中心に最も

 近い矢で決定する。
ｃ これも同じならば、チーム内で２番目

 に中心に近い矢で決定する。
ｄ ミックス団体戦のシュートオフの制限

 時間は、フィールドでは８０秒、３Ｄで
 は４５秒とする。

ミックス団体戦のシュートオフ
ａ 得点による２射（各競技者１射)の

 シュートオフを行う。
ｂ 同点の場合、チーム内で中心に最も

 近い矢で決定する。
ｃ これも同じならば、チーム内で２番目

 に中心に近い矢で決定する。
ｄ ミックス団体戦のシュートオフの制限

 時間は、フィールドラウンドでは４０
秒とし、３Ｄラウンドでは１分とする。

ｅ このシュートオフは、予選ラウンドが終
 了した後に競技場の中央付近で行わ
 れる。

(4) 予選ラウンドもしくは次のイリミネーション
ラウンドへの進出のシュートオフでは、標
的は、競技場の中央近くに設置する。
ａ フィールドラウンドでは、シュートオフ

 はその部門の最長距離の標的で行
 う。

ｂ ３Ｄラウンドでは、シュートオフは審判
 員によって設置された標的で行う。

ｃ 団体戦の１／４イリミネーションラウン
 ドでは、シュートオフは最後の標的で
 行う。

【削除】

2
つづき
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2

つづき
(5) シュートオフは、同点が発生した部門のす

べてのスコアカードの記録が確認された
後、ただちに実施される。当該競技者また
はチームの監督にシュートオフの通告が
なされた後、３０分以内に現れなければそ
の権利を失う。公式に結果が確認されて
おらず、シュートオフが通告されていなくて
も、競技者およびチームの監督が競技場
を離れていた場合、その競技者は権利を
失う。
準決勝戦での同点は、フィールドラウンド
では最後に行射した標的で、３Ｄラウンド
では特設の第５標的でシュートオフを行
う。メダルファイナルでの同点は、フィール
ドラウンドでは指定された標的で、３Ｄラウ
ンドでは個別に設置された第５標的で
シュートオフを行う。

【削除】

【新規追加】
競技会のあるステージから次のステージ
への進出するときの同点（第３２９条２項で
規定されるものを除く）、またはファイナル
ラウンドでメダル決定するときの同点は、
シュートオフで同点を解消する。
・ シュートオフは、同点が発生した部門

のすべてのスコアカードの記録が確認
された後、ただちに実施される。当該
競技者またはチームの監督にシュート
オフの通告がなされた後、３０分以内
に現れなければその権利を失う。公
式に結果が確認されておらず、シュー
トオフが通告されていなくても、競技者
およびチームの監督が競技場を離れ
ていた場合、その競技者は権利を失
う。

(1) 【新規追加】
個人戦のシュートオフ
ａ 得点による１射のシュートオフを行う。
ｂ 同点の場合、中心に最も近い矢により

 決定する。同じ距離の場合、１射の
 シュートオフを同点が解消するまで続
 ける。

ｃ シュートオフの制限時間は、フィールド
 ラウンドでは４０秒とし、３Ｄラウンドで
 は１分とする。

ｄ このシュートオフは、対戦が行われて
 いたコースで行われる。

329
つづき
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(2) 【新規追加】

団体戦のシュートオフ
ａ 得点による３射１エンド（各競技者１

 射）のシュートオフを行う。
ｂ チームの競技者は交代して行射する。
ｃ 制限時間は、フィールドラウンド、３Ｄ

 ラウンドとも２分とする。
ｄ 同点の場合、チーム内で中心に最も

 近い矢で決定する。これも同じならば、
 ２番目（2番目も同じ場合、３番目）に中
 心に近い矢で決定する。

ｅ シュートオフは、対戦が行われていた
 コースで行われる。

(3) 【新規追加】
ミックス団体戦のシュートオフ
ａ 得点による２射１エンド（各競技者１

 射）のシュートオフを行う。
ｂ チームの競技者は交代して行射す

 る。
ｃ 同点の場合、チーム内で中心に最も

 近い矢で決定し、これも同じなら、２番
 目に中心に近い矢で決定する。

ｄ 制限時間は、フィールドラウンドでは
 ２分とし、３Ｄラウンドでは９０秒とす
 る。

ｅ シュートオフは、対戦が行われていた
 コースで実施される。

329
つづき

3
つづき



第４部 その他のアーチェリーラウンド
条 項 2020～2021年版 2022～2023年版

1 ２５mラウンドは、６０cm標的面または６０
cm三つ目標的面を使用し、６０射する。

1
↓
2

複合ラウンドは、１８mラウンドと２５mラウ
ンドを１日または２日間で、いずれかのラ
ウンドから開始して連続して行う。

第５部 付則
条 項 2020～2021年版 2022～2023年版
503 ・・・・・

 令和 ２年１０月 １日 改訂増補
・・・・・

 令和 ２年１０月 １日 改訂増補
 令和 ４年 ４月 １日 改訂増補

日本記録の承認および管理要領
条 項 2020～2021年版 2022～2023年版

前文
日本記録の管理は日本記録、日本ジュニ
ア記録・日本キャデット記録、日本国際記
録とする。

日本記録の管理は日本記録、日本Ｕ２１
記録・日本Ｕ１８記録、日本国際記録とす
る。

1

（公社）全日本アーチェリー連盟（以下本
連盟という）で公認する日本記録、日本
ジュニア記録、日本キャデット記録および
日本国際記録は本連盟競技規則 第１２１
条（記録の種類）のとおりとする。

（公社）全日本アーチェリー連盟（以下本
連盟という）で公認する日本記録、日本Ｕ
２１記録、日本Ｕ１８記録および日本国際
記録は本連盟競技規則 第１２１条（記録
の種類）のとおりとする。

6 ⑤ ・・・・・
男子または女子の団体戦において、１つ
のカテゴリーに同じチームから４名の競技
者が参加していて、３番目と４番目の順位
の競技者が予選ラウンドで同じ得点を記
録した場合、１０点数および/またはＸ点数
が多い競技者を記録保持者とする。１０点
数および/またはＸ点数が同数の場合、別
の性別の競技者と共に、両方のチームを
共同記録保持者とする。

・・・・・
男子または女子の団体戦において、１つ
のカテゴリーに同じチームから４名の競技
者が予選ラウンドに参加していて、３番目
と４番目の順位の競技者が同じ得点を記
録した場合、１０点数および/またはＸ数が
多い競技者を記録保持者とする。１０点数
および/またはＸ数が同数の場合、両名を
そのチームの他の２人の競技者と共に共
同記録保持者とする。

② 日本ジュニア記録（日本国籍） 日本Ｕ２１記録（日本国籍）
③ 日本キャデット記録（日本国籍） 日本Ｕ１８記録（日本国籍）

408
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